
こころをつなぐ まちづくりこころをつなぐ まちづくり
人権シリーズ  vol.147

市

長

日

記

87

『
新
工
場
の
起
工
式
』
国
東
市
長

　
　
　

三
河  

明
史

●
第
11
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

　「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」

　課
題
《
笑
顔
》
応
募
作
品

市
長
室
か
ら

こ
ん
に
ち
は

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
‼
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
９
月
１
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
大
分
空
港
内
各
特
設
会
場

　
空
港
用
消
防
車
や
小
型
飛
行
機
の
展
示
、
子
供

制
服
撮
影
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

検
討
中
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
や
応
募
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

内
容
が
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
告
知
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
空
港
場
内
バ
ス
ツ
ア
ー
、
折
り

紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室
な
ど
の
事
前
申
込
が
必
要
な
イ

ベ
ン
ト
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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大
分
空
港
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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の
日
ネ
ッ
ト

　
　h

ttp
://w

w
w

.so
ra

n
o

h
i.n

e
t/

問
合
先

　
〒
８
７
３
ー
０
４
２
１

　
国
東
市
武
蔵
町
糸
原
大
海
田

　
大
分
空
港
事
務
所
「
空
の
日
」
係

☎
０
９
７
８
ー
67
ー
３
７
７
１
（
電
話
受
付
時

間
：
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※

無
料
駐
車
場
（
利
用
時
間
：
当
日
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
）
に
は
台
数
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
満

車
時
は
一
般
駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
来
場
の
際
に
は
、
公
共
交
通
機

関
の
ご
利
用
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

※

都
合
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
変
更
や
中
止
が
あ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
０
１
８ 

空
の
日
in
大
分

�������� 星は知れば知るほどおもしろい！

【問合先】梅園の里天文台 天球館　☎0978‒97‒2655　開館時間 午後１時～午後10時　火曜休館

　今年大接近の火星を始め、木星・金星・土星や星雲・星団などを県内最大の天体望遠鏡で見な
がら果てしない宇宙に想いを馳せてみませんか？
　８月11日 午後１時半～午後 ３時 工作教室「太陽系惑星模型」
　８月11日・12日 午後６時半～午後 ７時半 講座「ペルセウス座流星群」
　 午後８時　～午後10時 観察会「ペルセウス座流星群」
　８月17日 午後６時半～午後 ７時半 講座「伝統的七夕」
 午後８時　～午後10時 観察会「伝統的七夕の星空」
　８月19日 午後１時半～午後 ２時半 工作教室「星座早見盤」
　８月26日 午後１時半～午後 ２時半 工作教室「梅園工房」
年間パスポートもありますので、１年間何回でもご来館いただけます。
詳しくは、https://tenkyukan.jimdofree.com/をご覧ください。

な

天球館キャラクター
叶（かな）ちゃん

木星

土星

　
６
月
17
日
の
日
曜
日
、
梅
雨
な
の
に
素
晴
ら
し
く
良
い
天
気
で

す
。
そ
の
日
、
国
東
市
安
岐
町
に
あ
る
大
分
パ
ー
カ
ー
ラ
イ
ジ
ン
グ

株
式
会
社
の
新
工
場
起
工
式
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
東
京
日
本
橋
に
本
社
の
あ
る
日
本
パ
ー
カ
ー
ラ
イ
ジ
ン

グ
株
式
会
社
の
関
連
会
社
で
、
金
属
の
表
面
処
理
や
精
密
塗
装
の
高

い
技
術
を
持
つ
会
社
な
の
で
す
。
今
回
の
起
工
式
は
、
私
ど
も
に

と
っ
て
、
大
変
待
ち
遠
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
大
分
パ
ー
カ
ー
ラ
イ
ジ
ン
グ
株
式
会
社
は
、
ち
ょ
う
ど
20
年
前
の

１
９
９
８
年
に
合
併
前
の
安
岐
町
西
本
に
立
地
し
、
カ
メ
ラ
の
精
密

塗
装
や
自
動
車
の
金
属
部
分
の
表
面
処
理
を
手
が
け
て
き
た
の
で
す

が
、
こ
の
た
び
生
産
能
力
を
増
強
す
る
た
め
に
新
工
場
の
増
設
に
踏

み
切
っ
た
の
で
す
。

　
昨
年
６
月
に
、
同
社
の
会
長
が
大
分
県
庁
で
、
広
瀬
大
分
県
知
事

や
私
達
に
増
設
の
表
明
を
さ
れ
ま
し
た
。
安
岐
町
の
工
場
の
隣
接
地

に
約
２
億
５
千
万
円
を
投
じ
て
、
生
産
面
積
が
約
１
、
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
新
工
場
を
増
設
し
、
増
員
は
約
15
名
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
問
題
を
抱
え
る
国
東
市
に
と
っ
て
、
職
場
、
雇
用
の
場

の
確
保
は
極
め
て
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
今

日
の
起
工
式
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て
待
ち
遠
し
く
、
大
変
嬉
し
い
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
新
工
場
の
稼
働
は
、
来
年
の
６
月
予
定
で
す
。
出
来
る
だ
け
早
く

竣
工
し
、
動
き
出
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
27
日
の
大
分
合
同
新
聞
の
記
事
に
「
同

和
問
題
ど
う
教
え
る
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま

し
た
。
小
中
学
校
の
人
権
教
育
で
は
、
「
部
落

差
別
の
問
題
（
同
和
問
題
）
」
「
障
が
い
者
の
人

権
」
「
子
ど
も
の
人
権
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
に
よ
る
人
権
侵
害
」
等
の
人
権
課
題
に
つ
い

て
学
習
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
学
校
で

実
施
し
て
い
る
部
落
問
題
学
習
に
つ
い
て
、
よ

く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
１ 

小
学
校
で
は
ど
ん
な
学
習
を
し
て
い
ま
す
か
。

⑴ 

低
学
年
・
中
学
年
で
は

　
　
高
学
年
に
な
っ
て
か
ら
の
学
習
に
つ
な

が
る
よ
う
に
、
「
被
差
別
の
立
場
に
置
か
れ

た
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
」
こ
と
が
で
き

る
力
を
つ
け
ま
す
。
特
に
「
仲
間
は
ず
れ
」

や
「
決
め
つ
け
た
見
方
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
誰
も
「
排
除
」
や
「
差
別
」
を
す
る
可

能
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
い
じ
め
の
解
決
や
よ
り

良
い
人
間
関
係
作
り
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

⑵ 

高
学
年
で
は

　
　
５
年
生
で
は
、
住
む
と
こ
ろ
や
家
柄
に

よ
る
差
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
学
習
し
ま
す
。

６
年
生
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
学
習
の
上

に
、
歴
史
的
背
景
を
関
連
さ
せ
て
よ
り
具

体
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま

す
。
特
に
、
社
会
科
と
関
連
さ
せ
「
解
放

令
（
賤
民
廃
止
令
）
」
「
水
平
社
宣
言
」
に

触
れ
ま
す
。

Ｑ
２ 

中
学
校
で
は
ど
ん
な
学
習
を
し
て
い
ま
す
か
。

⑴ 

差
別
さ
れ
て
き
た
人
々
が
差
別
と
闘
い
な

が
ら
も
、
社
会
の
中
で
生
産
や
文
化
の
発

展
に
貢
献
し
、
懸
命
に
生
き
て
き
た
姿
を

学
び
ま
す
。

⑵ 

差
別
の
中
で
人
々
は
ど
の
よ
う
な
思
い
や

願
い
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
き
た

の
か
、
ま
た
差
別
の
解
消
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
の
か
と
い
っ
た
人
々
の
生

き
方
を
学
び
ま
す
。

⑶ 

今
も
な
お
部
落
差
別
の
問
題
（
同
和
問
題
）

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
課
題
が
存

在
す
る
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
差

別
を
解
消
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
学
び

ま
す
。

⑷ 
社
会
科
（
歴
史
、
公
民
）
で
は
、
歴
史
的

背
景
（
解
放
令
、
同
和
対
策
審
議
会
答
申

等
）
や
社
会
的
背
景
（
解
放
令
反
対
一
揆
、

水
平
社
宣
言
等
）
の
知
的
理
解
に
関
わ
る

内
容
と
関
連
さ
せ
学
び
ま
す
。

Ｑ
３ 

小
中
学
校
で
部
落
問
題
学
習
を
実
施
せ

ず
に
、
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自
然
に
な
く
な

る
と
思
い
ま
す
が…

。

　
私
達
は
、
社
会
の
中
に
あ
る
差
別
に
い

つ
、
ど
こ
で
出
会
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

誤
っ
た
知
識
を
持
つ
人
の
話
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
差
別
的
書
き
込
み
を
信
じ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
間

違
っ
た
認
識
を
持
つ
人
が
い
な
く
な
ら
な
い

限
り
、
部
落
差
別
の
問
題
（
同
和
問
題
）
は

解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
、
小
中
学
校
で
系
統
的
に
学
習
を

実
施
し
ま
す
。
部
落
問
題
学
習
は
、
部
落
差

別
の
問
題
（
同
和
問
題
）
だ
け
で
な
く
、
他

の
人
権
課
題
に
関
す
る
知
的
理
解
の
深
化
や

人
権
感
覚
の
高
揚
を
図
り
、
自
分
の
人
権
を

守
り
、
他
者
の
人
権
を
守
ろ
う
と
す
る
確
か

な
人
権
意
識
と
実
践
力
を
も
つ
児
童
生
徒
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

参
考
資
料
（
大
分
県
人
権
・
同
和
教
育
課
「
個
別
人

権
課
題
学
習
系
統
表
」
「
人
権
の
『
授
業

づ
く
り
』
の
す
す
め
か
た
」
、
大
分
県
人

権
・
同
和
対
策
課
「
同
和
問
題
の
現
在
」
、

愛
媛
県
教
委
「
人
権
・
同
和
教
育
資
料
」
）

（
文
責
：
学
校
教
育
課
　
財
前
）

シ
リ
ー
ズ
「
同
和
問
題
⑭
」

学
校
の「
部
落
差
別
の
問
題
（
同
和
問
題
）
」
に
対
す
る
取
組

ま
つ
り
だ
よ

　孫
の
笑
顔
に
お
こ
づ
か
い

国
東
町
　
田
　
川
　
昭
　
吉

負
け
た
涙

　ぬ
ぐ
う
笑
顔
を
抱
き
し
め
る

国
東
町
　
松
　
本
　
隆
　
子
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